
幕幕
末末
陽陽
明明
学学
者者
吉吉
村村
秋秋
陽陽
のの
明明
末末
思思
想想
理理
解解

ーー
「「
格格
致致
賸賸
議議
」」
をを
通通
しし
てて
（（
一一
））
ーー

荒荒
木木
龍龍
太太
郎郎

要要
旨旨

幕
末
期
陽
明
学
者
吉
村
秋
陽
（
一
七
九
七
～
一
八
六
六
）
の
中
国
明
代
の
王
陽
明

（
一
四
七
二
～
一
五
二
八
）
と
劉
念
台
（
一
五
七
八
～
一
六
四
五
）
の
思
想
に
つ

い
て
の
理
解
を
秋
陽
の
「
格
致
賸
議
」
に
於
い
て
検
討
す
る
。
そ
し
て
こ
れ
を
今

日
の
研
究
状
況
と
比
較
し
日
本
陽
明
学
の
性
格
を
明
ら
か
に
す
る
。

キキ
ーー
ワワ
ーー
ドド

王
学

陽
明
学

吉
村
秋
陽

大
橋
訥
庵

王
陽
明

劉
念
台

井
上
哲
次

郎

東
敬
治

吉
本
襄

幕
末
維
新
期

第第
一一
章章

はは
じじ
めめ
にに
「「
日日
本本
陽陽
明明
学学
」」
にに
つつ
いい
てて

幕
末
期
の
陽
明
学
者
吉
村
秋
陽
の
「
格
致
賸
議
」
は
明
治
期
に
吉
本
襄
の

雜
誌
『
陽
明
学
』（
明
治

年
刊
）
に
掲
載
さ
れ
、
ま
た
秋
陽
の
弟
子
東
沢
寫

29

の
嗣
子
・
東
敬
治
の
雜
誌
『
王
学
雜
誌
』
（
明
治

年
刊
）
に
秋
陽
の
孫
・
吉

39

村
彰
が
、
「
陽
明
学
の
大
意
」
「
陽
明
学
問
答
」
掲
載
し
て
い
る
。
幕
末
期
か

ら
明
治
期
へ
「
陽
明
学
」
は
ど
の
よ
う
に
継
承
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

幕
末
期
の
儒
者
の
多
く
は
陽
明
学
を
「
王
学
」
と
呼
称
し
て
い
た
。
事
実
、

秋
陽
の
代
表
的
著
述
の
題
目
も
『
王
学
堤
綱
』
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
明
治

期
に
な
る
と
「
陽
明
学
」
と
い
う
呼
称
が
優
勢
と
な
っ
て
い
く
。
先
述
の
『
陽

明
学
』
雜
誌
に
加
え
、
明
治

年
に
は
井
上
哲
次
郎
の
『
日
本
陽
明
学
派
之
哲

33

学
』
が
出
版
さ
れ
「
国
民
道
徳
」
の
興
起
宣
揚
を
説
い
て
い
る
。

江
戸
幕
末
期
の
「
王
学
」
か
ら
明
治
期
の
「
陽
明
学
」
へ
の
呼
称
変
化

で
は
あ
る
が
は
そ
こ
に
は
陽
明
思
想
に
対
す
る
関
わ
り
方
の
変
化
が
存
在

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
ず
「
陽
明
学
」
の
呼
称
を
確
認
し
て
お
き

た
い
。

「
陽
明
学
」
の
呼
称
は
、
中
国
に
お
い
て
は
王
陽
明
の
ほ
ぼ
一
世
代
後
の
鄭

曉
（
一
四
九
三
～
一
五
六
六
）
に
す
で
に
確
認
で
き
る

「
今
人
専
指
斥
陽
明
学
術
、
余
不
知
学
、
・
・
・
安
仁
（
桂
萼
）
謂
陽
明
学
本

邪
說
、
功
由
詭
遇
。
又
曰
王
某
心
事
、
衆
所
共
疑
。
何
其
不
諒
至
此
。
」
（
『
今

言
』
巻
四
・
一
五
六
六
年
自
序
）

ま
た
『
明
史
』
で
は
「
学
者
翕
然
従
之
。
世
遂
有
陽
明
学
云
。
」
（
卷
一
百
九

十
五
列
伝
第
八
十
三
）
、「
王
畿
、
字
汝
中
、
山
陰
人
。
弱
冠
挙
於
鄉
、
跌
宕
自
喜
。

後
受
業
王
守
仁
。
・
・
・
而
泰
州
王
艮
亦
受
業
守
仁
、
門
徒
之
盛
、
與
畿
相
埒
、
学

者
稱
心
斎
先
生
。
陽
明
学
派
、
以
龍
谿
、
心
斎
為
得
其
宗
。
」
（
巻
二
百
八
十
三
列

伝
一
七
一
・
儒
林
伝
四
）
と
あ
り
、『
明
儒
学
案
』
に
は「
先
生
既
知
聖
人
之
学
、
不

失
其
本
心
、
便
是
復
性
、
則
陽
明
之
以
心
即
理
、
若
合
符
契
矣
、
・
・
・
而
謂
陽
明

学
不
従
窮
事
物
之
理
、
守
吾
此
心
、
未
有
能
中
於
理
者
、
無
乃
自
背
其
說
乎
。
」

（
巻
四
十
八
・
諸
儒
学
案
）
と
あ
る
。
こ
れ
ら
『
明
史
』
『
明
儒
学
案
』
は
、
昌
平

黌
に
遊
学
し
た
学
徒
も
読
ん
で
い
た
で
あ
ろ
う
。

江
戸
期
に
於
け
る「
陽
明
学
」
の
用
例
に
関
し
て
注
意
す
べ
き
は
、
朱
舜
水
（
名
は

之
瑜
、
字
は
魯
若
。
一
六
〇
〇
～
一
六
八
二
。
一
六
五
九
年
日
本
に
帰
化
、
水
戸
藩

に
招
聘
さ
れ
教
授
）
に
師
事
し
た
安
東
省
庵
（
名
は
守
約
、
字
は
魯
黙
。
一
六
二
二

～
一
七
〇
一
。
柳
川
藩
儒
）
が
、
一
六
六
三
年
に
翻
刻
し
た
陽
明
学
批
判
書
『
学
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蔀
通
弁
』
に
は
朱
子
学
を
擁
護
す
る
陳
建
（
一
四
九
七
～
一
五
六
七
）
が
「
按

陽
明
学
専
説
悟
。
雖
六
経
、
猶
糟
粕
影
響
故
紙
陳
編
、
而
又
何
有
於
朱
子
。
」

（
続
編
下
・
和
刻
本
・
近
世
漢
籍
叢
刊
本
）
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
書
は
一

八
五
七
年
に
官
版
と
し
て
も
上
木
さ
れ
て
お
り
、
呼
称
と
し
て
は
認
知
さ
れ

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

幕
末
の
横
井
小
楠
は
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）
の
「
遊
歴
聞
見
書
」
で
「
陽

明
学
は
熊
沢
一
人
」
と
述
べ
、
吉
田
松
陰
は
『
己
未
文
稿
』
で
「
陽
明
学
」

を
使
用
し
、
ま
た
『
吉
田
松
陰
全
集
』
の
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
の
「
入

江
杉
蔵
宛
書
簡
」
に
は
「
朱
子
学
・
陽
明
学
」
を
使
用
し
て
い
る
。
た
だ
幕

末
期
に
お
い
て
陽
明
思
想
を
考
究
し
て
い
た
儒
者
に
は
「
陽
明
学
」
の
使
用

例
は
見
ら
れ
な
い
。

明
治
期
以
降
に
「
陽
明
学
」
に
関
す
る
刊
行
物
が
表
れ
る
（
末
尾
資
料
参
照
）
。

こ
れ
ら
を
検
討
し
江
戸
期
「
王
学
」
と
異
な
る
「
陽
明
学
」
に
含
ま
れ
る
意
味

の
一
端
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

以
下
論
述
で
煩
雜
を
避
け
る
た
め
記
号
を
使
用
し
た
い
。

（
Ａ
）
吉
本
襄
：
鉄
華
書
院
「
陽
明
学
」

明
治
二
十
九
年
七
月
五
日
創
刊
～
三
十
三
年
五
月
二
十
日

・

合
併
号
終
刊

79

80

（
Ｂ
）
井
上
哲
次
郎
『
日
本
陽
明
学
派
之
哲
学
』

明
治
三
十
三
年
十
月
十
三
日
発
行

（
Ｃ
・
１
）
東
敬
治
：
明
善
学
社
『
王
学
雜
誌
』

明
治
三
十
九
年
三
月
二
十
五
日
発
行

『
王
学
雑
誌
』
第
三
巻
８
号
＝
『
陽
明
学
』
第
１
号
）

（
Ｃ
・
２
）
明
善
学
社
を
陽
明
学
会
と
改
名
『
陽
明
学
』

明
治
四
十
一
年
十
一
月
発
行
～
昭
和
三
年
四
月
一
日
第

号
、
終
刊
。

196

（
Ａ
）
雜
誌
名
は
『
陽
明
学
』
で
あ
る
が
掲
載
文
の
題
目
に
「
陽
明
学
」
使
用

は
二
例
ほ
ど
あ
る
が
、
他
は
「
王
陽
明
の
学
」
、
「
王
学
」
「
王
子
の
学
」
で
あ

る
。
た
だ
注
意
す
べ
き
は
（
Ａ
）
の
第

号
巻
頭
論
文
に
井
上
哲
次
郎
の
「
王

1

陽
明
の
学
を
論
ず
」
（
明
治

年
）
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
井
上

29

は
西
洋
哲
学
史
を
モ
デ
ル
、
下
敷
き
に
し
て
「
支
那
の
哲
学
史
上
・
・
・
」「
王

陽
明
程
の
哲
学
者
」
「
王
陽
明
の
哲
学
」「
王
陽
明
学
派
」
（

号
）
と
「
哲
学

1

者
」
「
哲
学
史
」
で
整
理
し
、
「
陽
明
の
学
は
倫
理
学
」（

号
）
と
表
現
し
て

2

い
る
。
西
洋
哲
学
の
概
念
に
当
て
は
め
て
の
説
明
で
あ
る
。
井
上
哲
次
郎
の
幕

末
期
の
日
本
儒
学
者
へ
の
見
方
の
特
徴
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
見
地
か
ら

江
戸
期
の
陽
明
学
者
が
「
王
陽
明
を
尊
崇
」（

号
）
し
た
と
い
う
表
現
が
出

1

て
き
た
と
い
え
る
。

次
に
（
Ｂ
）
の
『
日
本
陽
明
学
派
之
哲
学
』
を
検
討
し
た
い
。

〔
明
治

年

月

日
初
版
序
〕
に
は

33

9

24

「
国
民
的
道
徳
＝
心
徳
＝
東
洋
道
徳
の
精
粋
」
の
発
揚
を
目
指
す
と
あ
り
、〔
明

治

年

月

日
三
版
序
〕
で
は
「
陽
明
学
は
理
論
に
疎
く
し
て
認
識
に
缺
く

34

2

24

る
所
あ
り
と
雖
も
亦
内
外
一
致
を
期
し
、
修
得
の
工
夫
と
し
て
実
行
に
適
切
な

る
も
の
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

さ
ら
に
〔
明
治

年

月

日
四
版
序
〕
で
は
、

36

4

20

中
江
藤
樹
を
最
も
評
価
し
、「
陽
明
学
派
の
倫
理
思
想
は
今
よ
り
之
を
観
れ
ば
、

大
抵
主
観
主
義
的
に
偏
し
、
客
観
的
認
識
を
尊
重
す
る
の
念
に
乏
し
。・
・
・

主
観
的
に
偏
す
る
が
如
き
は
、
客
観
的
認
識
を
尊
重
す
る
の
念
に
よ
り
て
之
を

補
充
す
べ
き
な
り
。
然
れ
ど
も
主
観
的
の
倫
理
思
想
に
於
い
て
は
陽
明
学
派
の

多
年
寄
与
す
る
所
決
し
て
鮮
少
な
あ
ら
ざ
る
な
り
。」
と
述
べ
て
い
る
。

井
上
哲
次
郎
の
（
Ｂ
）
は
「
国
民
的
道
徳
」
の
興
起
宣
揚
を
は
か
る
も
の

で
あ
る
が
、
王
陽
明
思
想
に
対
し
て
西
洋
哲
学
の
概
念
で
形
式
的
で
は
あ
る

が
解
釈
、
説
明
す
る
姿
勢
を
示
し
、
そ
の
「
欠
点
」
を
「
主
観
主
義
」
で
あ

る
と
指
摘
し
、
「
倫
理
思
想
」
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
。
こ
れ
は
「
王
学
」
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に
於
い
て
は
導
き
出
さ
れ
な
か
っ
た
見
解
で
あ
る
。

ま
た
〔
大
正

年

月

日
の
重
訂
日
本
陽
明
学
派
之
哲
学
序
〕
で
は

13

11

17

「
其
の
（
陽
明
学
派
）
特
色
を
簡
単
に
言
へ
ば
、
純
潔
玉
の
如
き
動
機
を
抱

き
、
壮
烈
乾
坤
を
貫
く
底
の
精
神
を
有
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
で
此
学
派

に
は
博
学
多
識
の
学
者
を
覔
む
れ
ば
割
合
に
少
な
い
け
れ
ど
も
、
高
潔
俊
邁

の
君
子
人
と
実
際
家
と
は
比
較
的
多
い
の
で
あ
る
。
殊
に
中
江
藤
樹
の
如
き

は
、
古
今
稀
な
る
人
格
者
で
あ
る
。
今
は
祭
神
と
し
て
藤
樹
神
社
に
祀
り
て

居
る
が
、
そ
れ
は
決
し
て
偶
然
で
は
な
い
。
日
本
の
陽
明
学
は
固
よ
り
陽
明

に
淵
源
す
る
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
然
れ
ど
も
半
ば
は
藤
樹
学
で
あ
る
。
就

中
省
察
派
に
於
け
る
藤
樹
の
影
響
は
頗
る
多
大
で
あ
る
。・･

･

抑
々
藤
樹
の
学

説
思
想
が
如
何
な
る
影
響
を
及
ぼ
し
、
如
何
な
る
結
果
を
生
じ
た
の
で
あ
る

か
、
歴
史
的
に
之
を
辿
り
、
之
を
究
め
、
之
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
努
め

た
の
が
本
書
で
あ
る
。」
と
述
べ
て
い
る
。

井
上
は
「
日
本
の
陽
明
学
派
」
の
特
色
は
、
少
々
誇
張
の
感
が
あ
る
が
、「
純

潔
の
動
機
」
「
壮
烈
の
精
神
」
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
具
現
す
る
の
が
「
高
潔
俊

邁
の
君
子
人
と
実
際
家
」
の
中
江
藤
樹
で
あ
る
と
す
る
。「
日
本
陽
明
学
」
は

「
（
中
国
）
陽
明
学
」
に
淵
源
す
る
が
、「
藤
樹
学
」
の
系
統
と
し
て
見
る
の
で

あ
る
。

こ
の
認
識
か
ら
幕
末
期
の
「
吉
村
秋
陽
、
奥
宮
慥
斎
、
春
日
潜
庵
、
池
田
草

庵
、
東
沢
寫
の
徒
は
皆
篤
学
の
士
に
し
て
力
を
心
術
に
用
い
る
こ
と
を
主
と
せ

り
」（
同
書
・
第
四
篇

中
斎
以
後
の
陽
明
学
派
）
と
述
べ
る
。
江
戸
期
の
「
王

学
者
」
を
「
篤
学
の
士
」
と
し
、「
心
術
に
努
め
る
」、
自
己
の
内
面
の
修
養
に

尽
力
す
る
こ
と
を
主
眼
と
し
て
い
た
と
認
識
す
る
。

そ
し
て
吉
村
秋
陽
に
つ
い
て
は
「
秋
陽
一
だ
び
王
学
を
一
斎
に
受
け
し
よ
り

深
く
之
を
崇
信
し
、
終
身
其
圏
套
中
に
留
ま
れ
り
。
」
、「
秋
陽
別
に
一
家
の
創

見
あ
る
に
あ
ら
ざ
る
も
、
其
志
は
頗
る
厚
し
。
」
（
『
日
本
陽
明
学
派
之
哲
学
』

同
上
）
「
秋
陽
、
深
く
中
江
藤
樹
を
追
慕
し
、
曾
て
藤
樹
先
生
真
蹟
の
跋
を
作

る
」（
同
）
と
評
す
る
。
秋
陽
を
藤
樹
の
学
統
に
置
き
、「
王
学
」
を
「
崇
信
」

し
た
と
判
断
す
る
。
こ
こ
に
江
戸
幕
末
期
の
「
王
学
」
の
様
態
に
対
す
る
明
治

期
の
「
陽
明
学
」
の
相
違
点
が
表
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
詳
し
く
言
う
と
、

井
上
哲
次
郎
の
陽
明
思
想
理
解
は
（
Ｂ
）
の
「
叙
論
」（
初
版
・
明
治

年
）

33

に
示
さ
れ
て
い
る
が
、
甚
だ
不
十
分
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
。
不
備
で
は
あ
る

が
心
即
理
、
知
行
関
係
、
理
気
論
な
ど
の
テ
ー
マ
設
定
は
十
分
に
評
価
で
き
る

の
で
あ
っ
て
、
「
王
学
の
尊
崇
」
と
は
別
の
、
研
究
考
察
の
対
象
と
す
る
観
点

を
示
し
て
い
る
。

そ
し
て
東
敬
治
の
（
Ｃ
・
１
）
の
第

号
で
は
「
王
学
」
と
「
陽
明
学
」
が

1

混
在
し
て
い
る
。
目
次
に
は
「
陽
明
学
と
華
厳
の
法
界
観
」、「
王
陽
明
学
と
神

道
」
、「
王
学
の
概
要
」（
東
敬
治
）
、「
予
が
陽
明
学
」、

号
に
「
陽
明
学
の
大

2

意
」（
吉
村
彰
）
、「
陽
明
学
問
答
」（
吉
村
彰
）
な
ど
が
あ
り
、
ま
た
「
我
薩
藩

に
も
、
世
に
王
学
あ
る
を
ば
已
に
知
し
も
、
陽
明
の
学
は
あ
ら
っ
ぽ
い
と
ゆ
う

評
判
も
あ
り
し
が
・
・
・
」（
「
王
学
者
に
冀
望
す
」
海
江
田
子
爵
）
と
あ
る
。

注
意
す
べ
き
は
秋
陽
の
孫
で
あ
る
吉
村
彰
が
「
陽
明
学
」
を
使
用
し
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
こ
こ
に
幕
末
期
「
王
学
」
か
ら
明
治
期
「
陽
明
学
」
へ
の
推
移
を

看
取
で
き
る
。
さ
ら
に
雜
誌
名
の
変
更
で
あ
る
。『
王
学
雜
誌
』（
明
治

年
）

39

→

『
陽
明
学
』
（
明
治

年
）
の
変
化
に
は
近
代
化
に
よ
る
思
想
状
況
の
激

41

変
が
影
響
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

東
敬
治
の
（
Ｃ
・
２
）『
陽
明
学
』（

号
）
に
は
吉
本
襄
の
『
陽
明
学
』
所
載

1

の
「「
王
陽
明
の
学
を
論
ず
」（
井
上
哲
次
郎
）
と
同
文
を
「
陽
明
学
に
就
い
て
」

と
題
し
て
再
掲
載
し
て
い
る
。前
述
の
西
洋
哲
学
に
当
て
嵌
め
る
認
識
で
あ
る
。

「
脱
崇
信
」
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

ま
た
幕
末
期
「
王
学
」
か
ら
「
陽
明
学
」
へ
の
変
化
は
、
「
王
学
」
の
一
個

人
の
心
の
修
養
で
は
な
く
対
社
会
的
能
動
性
を
顕
著
に
志
向
し
、（
Ｃ
・
１
）『
王

学
雜
誌
』
明
善
学
社
規
則
第

条
「
本
社
は
陽
明
王
子
の
学
を
振
興
し
以
て
世

1

道
人
心
の
扶
植
に
資
す
る
を
目
的
と
す
。」

と
表
明
し
、
こ
れ
と
同
文
を
『
陽
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明
学
』
陽
明
学
会
会
則
第

条
に
も
掲
載
し
て
い
る
こ
と
に
明
瞭
に
表
れ
て
い

1

る
。
そ
し
て
近
代
化
が
進
む
社
会
と
の
関
わ
り
の
中
で
「
主
観
的
」
な
あ
り
方

へ
の
認
識
は
更
に
深
ま
り
、
「
崇
信
」
の
姿
勢
を
脱
し
て
「
倫
理
学
」
と
し
て

客
観
的
に
意
識
す
る
、
相
対
化
す
る
志
向
を
促
し
た
と
言
え
よ
う
。

例
え
ば
吉
村
彰
の
「
陽
明
学
の
大
意
」（
明
治

年

月

日
『
王
学
雜
誌
』

40

11

15

第

巻

号
）
に
は
そ
の
傾
向
が
現
れ
て
い
る
。
陽
明
思
想
の
概
略
を
説
明
す

2

9

る
内
容
で
あ
る
が
、
難
解
な
陽
明
の
「
知
行
合
一
」
を
「
知
の
真
切
篤
実
の
処

は
即
ち
是
れ
行
、
行
の
明
覚
精
察
の
処
は
、
即
ち
是
れ
知
」（
『
伝
習
録
』
巻
中

答
顧
東
橋
書
）
に
依
拠
し
て
説
明
し
、
知
行
合
一
の
本
旨
が
「
本
に
か
え
る
」

こ
と
で
あ
る
と
正
し
く
理
解
し
て
い
る
。
さ
ら
に
陽
明
思
想
を
「
心
学
」
と
し

て
把
握
し
、
同
じ
く
心
学
で
あ
る
禅
と
の
相
違
が
「
理
」
の
有
無
に
あ
る
と
し
、

ま
た
朱
子
学
と
の
相
違
を
『
大
学
』
解
釈
に
あ
る
と
し
つ
つ
、
そ
の
一
致
点
を

「
慎
独
」
で
あ
る
と
創
見
を
示
し
、
朱
子
の
『
大
学
章
句
』
の
長
所
を
指
摘
し

て
い
る
。
陽
明
学
を
朱
子
学
、
禅
宗
と
比
較
検
討
し
考
察
を
進
め
て
い
る
。
明

ら
か
に
「
王
学
」
の
「
崇
信
」
の
方
法
、
領
域
か
ら
の
脱
却
と
い
っ
て
よ
い
で

あ
ろ
う
。

明
治
期
に
吉
村
秋
陽
の
孫
（
吉
村
彰
）
、
門
弟
の
嗣
子
（
東
敬
治
・
一
八
六

〇
～
一
九
三
五
）
ら
の
活
動
は
、
幕
末
期
「
王
学
」
者
吉
村
秋
陽
、
東
沢
寫
の

継
承
の
様
に
見
え
る
が
、
内
実
は
明
治
期
「
陽
明
学
」
の
「
思
想
研
究
」
の

方
法
を
身
に
つ
け
て
い
た
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

そ
の
上
で
近
代
化
の
中
で
、陽
明
学
顕
彰
・
宣
揚
活
動
を
社
会
に
対
し
て
「
実

践
」
す
る
の
で
あ
る
。
江
戸
期
「
王
学
」
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
光
景
で
あ
る
。

「
王
学
」
か
ら
「
陽
明
学
」
へ
の
呼
称
の
変
遷
に
は
、「
崇
信
」
か
ら
「
陽
明

学
研
究
」
へ
と
脱
皮
す
る
認
識
の
変
化
を
含
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。

（
吉
村
彰
：
字
は
世
美
、
号
は
白
斎
、
古
処
。
一
八
五
三
～
一
九
〇
八
。
享
年
五

十
六
歳
。
明
治
八
年
広
島
で
小
学
校
教
員
第
一
号
と
な
り
、
広
島
師
範
学
校
に
奉

職
。）

第第
二二
章章

「「
格格
致致
賸賸
議議
」」
論論
争争
のの
経経
緯緯

「
格
致
賸
議
」
は
吉
村
秋
陽
と
大
橋
訥
庵
の
論
争
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
経
歴

を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

吉
村
秋
陽
、
名
は
晋
、
字
は
麗
明
、
通
称
は
重
介
、
隆
介
、
秋
陽
は
号
。

寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
～
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
、
享
年
七
十
。
広

島
藩
支
藩
三
原
藩
の
陽
明
学
者
儒
者
で
佐
藤
一
斎
の
高
足
で
あ
る
。
三
十

四
歳
の
佐
藤
一
斎
の
へ
の
従
学
を
契
機
と
し
て
陽
明
学
に
転
じ
た
。
四
十

六
歳
頃
ま
で
に
陽
明
学
者
と
し
て
の
学
問
を
確
立
し
た
。
五
十
五
歳
の
東

行
で
は
佐
藤
一
斎
の
代
講
を
し
、
ま
た
藤
樹
書
院
で
講
釈
し
た
。
朝
陽
館

（
広
島
城
内
）
、
明
善
堂
（
三
原
城
内
）
、
家
塾
で
晩
年
に
至
る
ま
で
教
授

を
行
っ
た
。
そ
の
間
、
佐
藤
一
斎
と
の
師
弟
関
係
は
は
緊
密
で
あ
り
、
大

橋
訥
庵
、
春
日
潜
庵
、
池
田
草
庵
、
林
良
斎
、
楠
本
端
山
、
楠
本
碩
水
等

と
終
生
真
摯
な
交
渉
を
継
続
し
、
門
下
に
は
勤
王
の
士
の
東
沢
瀉
が
い
る

が
、
秋
陽
の
学
問
の
傾
向
は
直
接
的
な
政
治
行
動
よ
り
も
、
着
実
な
思
索

と
体
認
と
を
重
視
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

大
橋
訥
庵
（
一
八
一
六
～
一
八
六
二
）
は
、
佐
藤
一
斎
に
師
事
し
、
学

問
は
陸
王
学
か
ら
劉
念
台
、
そ
し
て
朱
子
学
と
変
遷
す
る
。
勤
王
倒
幕
運

動
に
走
り
、
文
久
二
年
「
坂
下
門
外
の
変
」
で
連
座
、
投
獄
さ
れ
る
。
秋

陽
、
草
庵
か
ら
は
「
権
勢
と
利
欲
の
海
中
に
沈
溺
し
て
い
る
」
と
批
判
さ

れ
る
。

次
に
「
格
致
賸
議
」
関
す
る
経
緯
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

①
大
橋
訥
庵
か
ら
「
与
人
論
陸
王
書
（
Ａ
）」〔
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
九
月

二
十
日
〕
が
送
付
さ
れ
る
。

②
「
格
致
賸
議
（
Ｂ
）
」〔
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）

才
の
十
一
月
十
二
日
～

51
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十
二
月
三
日
、
草
稿
を
成
し
、
翌
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
正
月
に
完
成
〕、

こ
れ
を
大
橋
に
送
付
し
た
。

③
秋
陽
は
『
四
書
大
全
』
に
校
点
を
行
っ
て
多
忙
で
あ
っ
た
。

（
後
の
『
汪
武
曹
四
書
大
全
』
二
十
四
巻
四
十
八
冊
・
安
政
元
年
刊
の
作
業
。
）

そ
の
た
め
為
に
、
大
橋
の
（
Ａ
）
に
対
す
る
返
書
を

才
（
一
八
四
八
・
十
一

52

月
十
九
日
）
に
認
め
、
先
に
送
っ
た
「
格
致
賸
議
」
へ
の
意
見
を
聞
く
。（

『
読

我
書
樓
遺
稿
』
巻
一
「
与
大
橋
周
道
（
Ｃ
）」

④
大
橋
訥
庵
は
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）
頃
か
ら
次
第
に
王
陽
明
か
ら
劉
念

台
の
思
想
に
傾
斜
し
て
い
た
。

⑤
大
橋
訥
庵
は
「
論
格
致
賸
議
（
Ｄ
）
」
（
嘉
永
三
年
・
一
八
五
〇
・

才
）

54

を
著
し
劉
念
台
思
想
の
立
場
か
ら
批
判
を
し
た
。

⑥
秋
陽
「
弁
復
書
（
Ｅ
）
」
（
嘉
永
四
年
二
月
六
日
・
一
八
五
一
・

才
）
で

55

反
論
し
た
。

秋
陽
が
陽
明
学
を
支
持
し
す
る
の
に
対
し
、
切
磋
琢
磨
し
た
「
鳴
鶴
相
和

の
諸
士
」（
池
田
草
庵
、
林
良
斎
、
春
日
潜
庵
、
大
橋
訥
庵
）
は
念
台
思
想
を

を
支
持
し
て
お
り
、
大
橋
訥
庵
以
外
は
「
信
奉
」
す
る
思
想
が
異
な
る
と
し

議
論
を
交
わ
す
事
は
無
か
っ
た
（
こ
の
こ
と
は
次
稿
に
て
論
及
）。

秋
陽
は
以
後
、
研
鑽
を
積
み
『
旧
本
大
学
賸
議
』
（
二
巻
二
冊
・
安
政
二
年

五
月
自
序
・
政
五
年
七
月
駿
跋
・
安
政
六
年
浪
華
書
房
刊
）
、『
王
学
提
綱
』（
二

巻
二
冊
・
文
久
元
年
自
序
・
文
久
二
年
刊
）
を
刊
行
し
て
い
る
。

第第
三三
章章

「「
格格
致致
賸賸
議議
」」
のの
概概
略略

「
格
致
賸
議
」
の
概
略
を
記
し
て
お
き
た
い
（
詳
細
の
註
釈
は
次
稿
に
譲
る
）
。

体
裁
は
質
問
を
設
定
し
、
そ
れ
に
答
え
る
と
い
う
形
式
で
あ
る
。
内
容
は
九

項
目
で
あ
る
。

（
前
言
）
学
問
は
実
功
し
自
得
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

（
１
）〔
問
い
〕『
大
学
』
の
工
夫
は
、
朱
子
学
で
は
格
物
致
知
誠
意
正
心
を
知

行
前
後
の
順
序
に
分
け
て
い
る
が
、
陽
明
は
「
誠
意
」
の
み
を
要
と
す
る
。
格

物
致
知
は
誠
意
の
手
段
で
あ
っ
て
知
行
が
一
つ
に
渾
融
し
て
い
る
。
両
者
の
得

失
は
ど
う
で
あ
る
の
か
。

〔
答
え
〕
軽
々
し
く
論
じ
る
こ
と
で
は
な
い
。
学
問
は
「
為
己
」
も
の
で
あ
る
。

（
損
得
に
走
っ
て
は
な
ら
な
い
。）

（
２
）〔
問
い
〕
誠
意
の
工
夫
は
ど
う
し
て
格
致
に
あ
る
の
か
。

〔
答
え
〕「
致
」
に
は
推
極
充
満
の
意
味
が
あ
り
、「
格
」
は
正
。
根
拠
が
あ
っ

て
正
す
。
誠
は
、「
其
の
実
体
（
根
拠
）」
に
復
す
る
こ
と
で
あ
る
。
渾
然
一
体

の
良
知
は
固
有
、
身
心
意
知
物
は
一
件
で
あ
り
、
工
夫
の
実
地
の
と
こ
ろ
は
格

物
致
知
に
あ
る
。
体
験
切
実
で
あ
っ
て
「
物
格
時
后
知
至
、
知
至
而
后
意
誠
」

と
な
る
。

（
３
）〔
問
い
〕
格
物
の
「
物
」
は
「
感
応
」
で
あ
る
が
、
感
情
、
言
動
な
ど

発
散
し
て
い
る
時
は
分
か
り
や
す
い
が
收
斂
す
る
場
合
は
分
か
り
に
く
い
。
ど

う
「
格
（
正
）」
す
の
か
。

〔
答
え
〕
工
夫
を
し
て
本
体
を
歪
曲
す
る
も
の
を
減
ら
し
つ
く
す
と
「
本
体
は

自
然
に
呈
露
」
す
る
。

（
４
）〔
問
い
〕
先
儒
（
朱
子
な
ど
）
は
「
意
」
を
「
心
之
所
発
」
と
す
る
か

ら
格
致
の
工
夫
は
「
動
処
」
に
指
し
示
す
こ
と
が
多
い
。
陽
明
の
『
伝
習
録
』

「
大
学
問
」
な
ど
参
考
に
す
べ
き
で
あ
っ
て
、
あ
な
た
（
秋
陽
）
の
説
は
恐
ら

く
は
陽
明
の
説
と
同
じ
で
は
な
い
。

〔
答
え
〕
①
意
と
は
良
知
が
（
動
静
に
か
か
わ
ら
ず
）
生
生
と
躍
動
す
る
真
機

で
あ
り
、
絶
妙
で
息
む
こ
と
が
な
く
、
常
体
は
不
変
で
、
動
と
静
の
時
が
あ
る

が
「
良
知
の
真
機
」
は
動
静
に
分
裂
し
な
い
、
と
す
る
。
秋
陽
は
「
機
」
ー
動

静
未
分
の
一
点
、
動
静
一
如
、
即
ち
已
発
の
意
、
所
発
に
移
る
前
段
階
に
着
目
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す
る
。

②
誠
意
の
工
夫
が
行
わ
れ
意
誠
か
ら
心
正
、身
修
が
順
序
的
に
導
き
出
さ
れ
る
。

大
事
な
こ
と
は
、
心
体
で
あ
る
良
知
は
も
と
よ
り
「
自
然
の
権
度
」
で
あ
る
の

で
そ
の
好
悪
に
任
せ
、
人
為
を
加
え
な
い
こ
と
で
あ
る
。

③
「
工
夫
に
よ
る
本
体
の
確
立
」
を
基
本
と
す
る
が
、
本
体
の
自
律
が
工
夫
で

あ
り
、
本
体
と
工
夫
を
二
分
し
な
い
の
で
「
用
功
の
極
、
自
然
に
至
れ
ば
即
ち

本
体
」
と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
「
現
在
の
一
念
」
を
「
勿
忘
勿
助
の
度
」

と
す
る
。

（
５
）〔
問
い
〕
習
心
の
認
識
が
困
難
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
。

〔
答
え
〕
自
己
の
分
限
に
従
い
、
（
良
知
の
）
自
然
な
自
検
（
自
己
点
検
）
に

よ
り
、
自
覚
し
て
悔
悟
、
改
図
に
任
せ
る
。

（
６
）〔
問
い
〕
物
と
知
の
実
際
の
処
。

〔
答
え
〕
知
の
体
は
虚
（
形
而
上
）
で
あ
り
、
そ
の
感
応
の
時
に
な
っ
て
実
際

が
認
識
で
き
る
。

（
７
）〔
問
い
〕
体
用
動
静
と
は
。

〔
答
え
〕
常
体
と
妙
用
は
一
味
未
分
、「
無
前
後
内
外
而
渾
然
一
体
」
と
し
て

で
理
解
す
る
。
内
外
寂
感
、
発
未
発
も
同
様
で
あ
る
。

（
８
）〔
問
い
〕
致
知
は
『
大
学
』
だ
け
の
工
夫
か
。

〔
答
え
〕
「
身
心
意
知
、
物
格
致
誠
正
修
」
で
人
己
の
間
、
六
経
四
子
、
す
べ

て
事
足
り
る
。
聖
門
の
教
法
の
全
て
は
『
大
学
』
に
完
備
し
て
お
り
、
「
知
」

だ
け
で
「
天
下
の
道
」
を
包
括
で
き
、「
致
」
だ
け
で
一
生
の
工
夫
を
統
括
で

き
る
。

（
９
）〔
問
い
〕（
『
中
庸
』
の
）
戒
慎
恐
懼
と
格
物
致
知
は
同
じ
か
。

〔
答
え
〕
戒
懼
（
の
念
）
は
格
物
の
念
で
あ
る
。
故
に
す
べ
て
慎
独
と
い
う
。

独
、
良
知
は
絶
対
で
あ
る
。
／
理
気
は
一
体
、
理
は
至
善
、
本
体
、
天
則
、
性
、

命
、
で
あ
る
。
／
心
学
は
虚
無
・
禅
学
だ
と
い
う
批
判
が
あ
る
が
、
儒
禅
の
区

別
に
関
し
て
は
先
達
が
言
い
尽
く
し
て
い
る
。
「
心
」
は
「
至
虚
・
至
実
」
で

あ
り
、
事
の
是
非
の
判
断
は
心
で
定
め
て
事
が
成
就
す
る
。
心
事
一
体
で
あ
る
。

故
に
修
斎
治
平
の
工
夫
は
は
一
心
に
統
括
さ
れ
る
。

以
上
が
「
格
致
賸
議
」
の
概
要
で
あ
る
が
、
そ
の
特
徴
は
「
所
発
の
意
」
よ

り
も
「
機
」
に
着
目
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
念
台
と
近
似
し
て
大
橋

の
反
論
の
論
点
と
な
る
。
ま
た
本
体
の
自
律
作
用
を
否
定
し
な
い
が
、
工
夫
か

ら
本
体
を
目
指
す
漸
修
主
義
で
あ
る
。
そ
し
て
本
体
に
つ
い
て
は
「
無
善
無
悪
」

の
表
現
は
無
く
、
「
至
善
」
と
す
る
。
そ
の
上
で
の
「
心
学
」
理
気
一
体
で
あ

る
。
陽
明
の
「
無
善
無
悪
而
至
善
」
（
『
伝
習
録
』
巻
上
）
、
本
体
即
工
夫
と
い

う
基
本
線
か
ら
す
る
と
、
王
門
下
の
「
帰
寂
」
を
柱
と
す
る
思
想
に
類
す
る
と

言
え
る
。

「
心
学
」
は
「
理
學
」
朱
子
学
の
定
理
ー
理
意
識
が
対
抗
軸
と
し
て
あ
る
の

だ
が
、
秋
陽
の
場
合
に
は
そ
れ
へ
の
認
識
が
稀
薄
で
あ
る
。
こ
れ
は
幕
末
期
の

儒
学
全
体
に
関
わ
る
問
題
で
あ
ろ
う
。

秋
陽
の
「
格
致
賸
議
」
に
示
さ
れ
た
見
解
は
、
訥
庵
の
反
論
書
（
「
論
格
致

賸
議
」）
に
よ
っ
て
更
に
深
め
ら
れ
る
。
具
体
的
な
検
討
は
次
回
以
降
に
行
う
。

加
え
て
他
の
池
田
、
林
、
春
日
の
対
応
に
つ
い
て
も
述
べ
る
予
定
で
あ
る
。
幕

末
の
「
王
学
」
者
の
実
態
が
如
実
に
表
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

尚
、
本
稿
は
「
「
格
致
賸
議
」
に
関
す
る
研
究
の
第
一
稿
で
あ
る
。（

続
）

＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝

◇
〔
參
考
資
料
〕

◇
１
◇
師
承
・
交
友
の
人
士

○
秋
陽
と
切
磋
琢
磨
し
た
「
鳴
鶴
相
和
の
諸
士
」
は
、
池
田
草
庵
、
林
良
斎
、

春
日
潜
庵
、
大
橋
訥
庵
で
あ
る
。
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○
佐
藤
一
斎
（
一
七
七
二
～
一
八
五
九
）
朱
子
学
・
陽
明
学
を
修
得
す
る
。

才
か
ら
林
述
斎
の
門
下
と
な
り
。
天
保
十
二
年
幕
府
儒
官
と
な
る
。

22○
池
田
草
庵
（
一
八
一
三
～
一
八
七
八
）
春
日
潜
庵
、
林
良
斎
と
親
交
す
る
。

程
朱
学
か
ら
陸
象
山
・
王
陽
明
を
へ
て
劉
念
台
を
信
奉
す
る
。
秋
陽
・
斐
山

と
は
終
生
親
交
を
結
ぶ
。

○
林
良
斎

（
一
八
〇
七
～
一
八
四
九
）
大
塩
中
斎
に
一
時
師
事
す
る
。
王
門

帰
寂
説
、
劉
念
台
を
信
奉
す
る
。
秋
陽
は
「
同
士
中
第
一
の
着
実
家
」
と
評

し
て
い
る
。

○
大
橋
訥
庵

（
前
出
）

○
春
日
潜
庵
（
一
八
一
一
～
一
八
七
八
）
程
朱
学
か
ら
陽
明
学
、
王
門
帰
寂

説
、
劉
念
台
を
信
奉
し
。
勤
王
に
尽
力
す
る
。

○
東
沢
瀉
（
一
八
三
二
～
一
八
九
一
）
、
名
は
正
純
、
字
は
崇
一
・
崇
一
郎
、

沢
瀉
は
号
。
一
八
五
五
年
五
月
に
秋
陽
（

才
）
に
入
門
。
幕
末
期
に
は
「
必

59

死
組
」
を
組
織
し
て
藩
政
改
革
を
目
指
す
が
桂
島
に
流
さ
れ
る
。
秋
陽
の
陽

明
思
想
受
容
は
、
非
現
成
説
の
立
場
で
あ
っ
た
が
、
沢
瀉
は
良
知
現
成
説
を

と
る
。

◇
２
◇
同
時
代
の
陽
明
学
関
連
主
要
図
書

①
高
瀬
武
次
郎
『
陽
明
階
梯

精
神
教
育
』（18

9
9

）

②
高
瀬
武
次
郎
『
王
陽
明
詳
伝
』（1

9
0
4

）

③
高
瀬
武
次
郎
「
陽
明
主
義
の
修
養
』（1

9
1
8

）

④
山
田
準
『
陽
明
学
精
義
』（
初
版1

9
3
2

）

⑤
山
田
準
『
』
陽
明
概
論
』（1

9
3
4

・
「
東
洋
思
想
」）

⑥
山
田
準
『
現
代
指
導

陽
明
学
講
話
』（1

93
4

）

⑦
三
島
復
『
王
陽
明
の
哲
学
』（
初
版1

9
3
4

））

⑧
保
田
清
『
王
陽
明
』（
初
版1

9
4
2

）。

⑨
山
本
正
一
『
王
陽
明
』（
初
版1

9
4
3

）

⑩

高
瀬
武
次
郎
『
陸
象
山
』
（
初
版1

9
2
4

・
第
四
版1

9
2
9

）
の
附
録
に
王
陽

明
関
連
。
ま
た
秋
月
胤
次
『
元
明
時
代
の
儒
教
』
（
初
版1

9
2
8

）
。
同
『
陸
王

研
究
』
（
初
版1

9
3
5

・
第
二

王
学

王
陽
明

王
学
後
継
／
第
三
篇

陽
明

学
の
我
国
に
及
ぼ
せ
る
影
響
－
）

＊
本
研
究
は
、
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
学
研
究
費
基
盤
研
究2

0
K
K
0
0
0
6
6

の
助
成
を
受
け

た
も
の
で
あ
る
。
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